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はじめに

Graf 法3）における Standard Plane の条件の一
つに，腸骨外壁を画面上垂直に描出することが含
まれている（図 1）．当センターで実施された検査
画像を確認したところ，腸骨外壁を垂直に描出で
きていた割合は低かった6）．今回我々は，乳幼児
股関節超音波検査の実施時の月齢は，垂直な腸骨
外壁の描出に影響を与えるか否かを検討した．

対　象

2015 年 9 月〜2016 年 3 月および 2016 年 9 月〜
2017 年 3 月の期間に，当センターで股関節超音
波検査を Graf 法で実施した 6 か月以下の児の画
像を対象とした．児の月齢は生後 0〜6 か月（平均
3.8 か月），人数は 138 人（男 58，女 80），276 股
であった．月齢ごとの人数の内訳は 0 か月 5 人，

1 か月 13 人，2 か月 12 人，3 か月 16 人，4 か月
37 人，5 か月 41 人，6 か月 14 人であった（図 2）．
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要　旨　【背景】乳幼児股関節の超音波検査法では Graf 法が広く用いられているが，正常股関節
の診断を下すには，腸骨外壁が垂直である Standard Plane を描出する必要がある．股関節一次健
診を行っていない当センターでは，産婦人科・小児科での乳幼児健診後に紹介されるため，受診時
の月齢には幅がある．【目的】検査時の生後月齢ごとに，垂直な腸骨外壁を確認できた割合を検討す
ること．【対象】Graf 法で検査された生後 6 か月までの 138 人，276 股の超音波画像．【結果】垂直な
腸骨外壁を確認できたのは全体では 36％であった．月齢ごとの内訳では，100％（0 か月），88％（1
か月），75％（2 か月），53％（3 か月），19％（4 か月），16％（5 か月），18％（6 か月）であった．【結論】
生後月齢が高いほど垂直な腸骨外壁を確認できた割合は低かった．腸骨外壁の描出には検査時の月
齢が影響を与えている可能性がある．

図 1．Standard Plane を解説した図（日本超音波医学
会ホームページより引用）
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含まれていない．一方，生後 4〜5 か月の健診は
小児科医により行われ，「股関節の開排制限の有
無」が診察項目に含まれている．当センターでは
股関節の精査目的で紹介された乳幼児に対して全
例超音波検査を実施している．当センターに紹介
された児について検討したところ，4〜6 か月の
児は全体の 67％を占めていたが垂直な腸骨外壁
は 17％でしか確認できなかった．

1991 年から 2014 年の期間で，日本小児整形外
科学会雑誌に掲載されている論文を「超音波検査」
で検索した．乳幼児股関節超音波検査の検査時期
が明記されていた 12 論文のうち，4 論文では新
生児期，生後 1 か月以内の早期に実施されてい
た．8 論文では当センターと同様に 3 か月から 4
か月の間に実施されていた．

オーストリアでは，すべての児に対して生後 1
週および生後 6〜8 週で超音波検査を行った報告

（1978〜1997 年の期間で 16 万 5134 人が対象）が
ある5）．また，イギリスでは，生後 2 週で Orto-
lani テスト，Barlow テストで異常を認めた児お
よび生後 6 週で脱臼の危険因子（骨盤位分娩，家
族歴，足部変形）を有する児に対して超音波検査
を実施した報告（1988〜2008 年の期間で 2 万 334
人が対象）がある1）．

Graf 法で得られた超音波画像を確認したとこ
ろ，生後 3 か月以上の乳幼児の股関節では成書に
描かれているような腸骨外壁を確認できない例が
多く存在した．日本国内では，長崎県諫早市同様，
4〜5 か月で整形外科医師による診察が行われて

超音波検査は，乳児股関節エコーセミナーを受講
後の医師 2 名（医師 I：2015 年に受講・実施当時
整形外科 3 年目，医師 T：2016 年に受講・実施
当時整形外科 3 年目）が実施した．

方　法

前述の画像について，腸骨外壁が垂直に描出で
きているかを筆頭著者が Graf 法についての成
書2）4）7）を読み，主観で判定した．超音波検査機器
は HI VISION Avius（日立製作所，東京）を使用
した．

結　果

垂直な腸骨外壁を確認できたのは全体では
36％（100/276 股）であった．月齢ごとの内訳では，
0 か月 100％（10/10 股），1 か月 88％（23/26 股），
2 か月 75％（18/24 股），3 か月 53％（17/32 股），4
か月 19％（14/74 股），5 か月 16％（13/82 股），6
か月 18％（5/28 股）であった．月齢が高いほど，
垂直な腸骨外壁を確認できた割合は低かった（図
3）．

考　察

月齢と腸骨外壁の描出について述べた文献を見
つけることができなかったため調査を行ったとこ
ろ，月齢が高いほど垂直な腸骨外壁が確認できた
割合は低かった．

長崎県諫早市では，産後 1 か月健診で母親が産
婦人科を受診する際に，生まれた児についても健
診が行われる．しかし，股関節の診察は項目には

図 2．対象児の生後月齢ごとの人数の内訳 図 3．垂直な腸骨外壁が確認できた割合
全対象では 36％であった．生後月齢が高くなるほど
割合は低かった．
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いる地域が多い．成書で勉強した若い整形外科医
師がそれぞれの地域で Graf 法を行った場合，実
際に得られる画像と成書に記載されているイラス
トとの違いに戸惑う可能性があることが示唆され
た．

まとめ

Graf 法で得られた画像について，垂直な腸骨
外壁を確認できた割合を月齢ごとに検討した．そ
の割合は月齢の高いほど低く，検査対象の多くを
占めた 4 か月以降の児では 17％であった．
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